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年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

事業の規模

昭和４８年　５月　１日法人設立

産業廃棄物収集運搬業

許可の有効年月日

廃プラスチック類（石綿含有廃棄物を除く。）、金属くず、

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず(石綿含有廃棄物を除く。)

延べ床面積

２，０００万円

毎年　５月　１日　から　翌年　４月３０日

４８１百万円

１４人

事務所：303.04m2　資材置場：660m2

資本金

事業年度

前年度完工高

従業員数

管工事業

第０２２０２１５４９２０号

令和 ８

令和 7 ６ ２９令和 2 ６ ３０ から

７ ３０ から

FAX

０５３－５８８－２２１０

０５３－５８８－３０００ ０５３－５８８－２２１０

代表取締役

事業所名及び代表者氏名

所　在　地

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

７ ２９

事業活動の内容

令和 ３ ７ から３０

環境管理責任者

TEL

TEL ０５３－５８８－３０００

許可番号

静岡県浜松市浜北区中瀬５５３番地の２

令和 ８ ７

静岡県知事許可（特-３）第１０９２１号

土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業

舗装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業

静岡県知事許可（般-３）第１０９２１号

２９令和 ３

FAX

E-mail gendai@motoken.jp

がれき類(石綿含有廃棄物を除く。)、汚泥、紙くず、木くず、繊維くず

自社にて発生した廃棄物のみ運搬　　　　　　　　　　　　以上　８品目

元建建設株式会社

大髙　康利

大髙　玄大

許可番号

許可の有効期限

建設業の種類

許可番号

許可の有効期限

建設業の種類
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元建建設株式会社（全従業員）

全活動

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

環境管理責任者の補佐

文書の管理及びデータの集計

環境経営システムを実施するための人材、設備、費用の提供

代表取締役
大髙　康利

環境管理責任者
大髙　玄大

エコアクション２１における文書の作成

代表者への報告

環境事務局の文書作成案に対するチェック及び改訂の指示

工事現場

全従業員

鈴木　一史

環境管理責任者の任命

環境方針の制定、改訂及び全社員への周知

環境負荷及び取り組み自己チェックの実施

環境経営システム全体の構築、運用、維持に関する実務上の権限を
有する

環境経営システムに関する代表責任者

代表者による全体の評価と見直しを実施

環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況の確認

代表取締役

大髙　康利

環境管理責任者

大髙　玄大

環境事務局

担当者 役割・責任・権限

環境事務局
鈴木　一史

工事部

現場代理人

担当現場における環境方針の周知

担当現場での問題点の発見、是正、予防措置の実施

環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

担当現場の作業員に対する指導教育の実施

担当現場の環境活動計画の実施及び達成状況の報告

現場代理人

全従業員

担当現場における環境経営システムの実施

対象組織

対象内容

・・・

・・・
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環境に配慮した工事の施工

地域貢献・ボランティア活動への参加

環　境　経　営　方　針

環　境　理　念

元建建設株式会社は、地球環境保全を重要なテーマとする社会において、事
業活動である建設事業が環境と深い関係にあることを理解・自覚し、環境経
営を進めることで、人の健康維持と地球環境の保全に配慮した工事を積極的
に取り組むことに努めます。

環境に配慮する事業活動を推進するために、以下の事項について取り組み継続的
な改善を行います。

節水による水利用量の削減

環境関連法規等の遵守

１.

①

②

③

二酸化炭素排出量（電力及び燃料等）の削減

④

2018年　５月　１日　制定

2019年　９月　１日　改定

⑤

以上の環境方針を全従業員に周知徹底し、快適な環境づくりを目指します。
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2024年度

2024年5月
～

2025年4月

97,001

-2.0%

36,190

-2.0%

9,952

2025年度

2025年5月
～

2026年4月

96,506

-2.5%

36,005

-2.5%

9,901

-2.5%

95％以上

58.8

-2.0%

-2.5%

25,430

56

一般廃棄物

水使用量

-1.0% -2.5%

３回回／年

56 56 56

３回 ３回

56

３回

95％以上95％以上95％以上97

-2.5%

※

※

※

地域貢献ボランティア ３回

環境に配慮した工事の実施に努める

二酸化炭素排出量の算出は、2020年度中部電力㈱排出係数0.379を使用。

二酸化炭素排出量については、全体の数値と変動の大きい建設現場の軽油使用量を除いた数値を表
示している。

工事においては、環境に配慮した工法や施工方法を提案・検討する。

３回

76

産業廃棄物
（再資源化率）

-1.0%

2020年5月
～

2021年4月

96,506

-1.0%

36,559

10,003

-1.5%

36,375 36,005

2022年5月
～

2023年4月

2023年5月
～

2024年4月

-1.5%

-1.5%

77

-1.5%削減率

59.4
60

58.5

-2.5%

95％以上

58.5

削減率

削減率

25,691

-1.5%

2026年度

-2.5%

8,725

-1.0%

77

-2.0%-1.0%

8,593

ℓ

削減率
24,051

23,810

ℓ
78

97,495

8,681

削減率 -1.0% -2.5%

軽油使用量（建設現場）

環境経営目標項目

-1.0% -1.5% -2.5%

1,090 1,084

-1.0%

25,430

購入電力（事務所）

購入電力（建設現場）

ガソリン使用量（事務所）
-1.5% -2.5%

2023年度2022年度

二酸化炭素排出量（全体）

単位

2020年度

8,637

-2.0%

23,570

-2.0%

76

2026年5月
～

2027年4月

ガソリン使用量（建設現場）

㎏-CO2
36,929

25,821

8,813

10,155

削減率

kWh

削減率

1,101

kWh
26,082

ℓ

基準値

98,980
㎏-CO2

削減率

ℓ

-2.5%

-2.5%

23,450

-1.5%

-2.5%

目標値

25,560

-2.0%

1,079

-2.0%

1,073

97,990

-2.5%

9,901

59.1

10,053

-1.0%

工事現場の環境配慮

％

㎏

m3

灯油使用量

56

二酸化炭素排出量
（建設現場の軽油使用量を除く）

-1.5%

2021年　8月　１日　改定

76

-2.5%

23,690 23,450

1,073

-2.5%

8,593

-2.5%

-2.0%

2018年　5月　１日　制定
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工事現場の環境配慮

騒音・粉塵対策に心掛け施工 梅原

 年3回以上の地域貢献活動に参加 大髙 有

地域貢献ボランティア

二酸化炭素排出量の削減

廃棄物排出量の削減

水資源等の節約

環境活動計画 責任者

野中

大髙 瑞
蛇口に節水こまの設置
（適量の水を流す機能を持つこま）

〃

〃

2022年

12月11月10月9月8月7月

購
入
電
力

エコドライブの周知

燃
料
使
用
量

アイドリングストップの呼びかけ

日常・定期点検の実施

排ガス対策型建設機械の導入

建設機械の省エネモードでの運転

山下

〃

〃

鈴木

〃

太田 拓

大髙 瑞

武田

太田 記

斎藤

消灯の徹底

エアコンの設定温度の適正化
（夏27℃冬22℃）

節電表示の設置

OA機器等の使用時以外の電源停止

休日の主要電源の停止

2023年

4月1月 2月 3月6月5月

 コピー用紙の両面利用の実施

 資料等送付をFAXからメールへ

 事前確認を行い印刷ミスを削減

水漏れ点検の実施

洗車時の節水

藤本

大髙 有

石野

 無駄を無くし廃棄物の排出を抑制産
業
廃
棄
物

一
般
廃
棄
物

再生材の推奨

片桐

仮設照明等をソーラー式にするなどの工夫 〃
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　同上

水使用量の増加について

　冬季において、凍結により事務所の水道管が破裂したこと等により水使用が増加した。

　（凍結による水道管破裂（２月）、老朽化による散水栓の破損（３月））

-5%

-13%7,589

ℓ

ℓ

1,090

8,725

1,037

○

○

％

○

㎏ 64 59

97

-15%

57

ℓ

軽油使用量（建設現場） ℓ 24,051 23,810 20,344

-22%

5%

-4%

ガソリン使用量（建設現場）

産業廃棄物（再資源化率）

一般廃棄物

灯油使用量

二酸化炭素排出量
（建設現場の軽油使用量を除く）

㎏-CO2 10%

購入電力（事務所）

購入電力（建設現場）

ガソリン使用量（事務所）

評価

○

2020年5月
～

2021年4月

実績削減率

環境目標項目 単位

基準期間

kWh

97,990 92,602

kWh

-5%

1%

1,101

△

○

10,053 10,160

目標値

10,155

65%

○

25,821

95％以上 99.6

※1 二酸化炭素排出量（建設現場の軽油使用量を除く）の増加について

　年間通じて概ね目標値付近で推移しているが、夏季及び冬季に若干目標を上回る時期がある。

徹底に務める。また、より一層、仕事の効率化を図り、残業時間を短縮するように務める。

※4

※2 建設現場での購入電力の増加について

記録的な猛暑によるエアコン使用量の増加や、繁忙期における残業の増加が原因と考えられる。

事務所での購入電力の増加について

56

78

環境に配慮した工事の実施ができた

地域貢献
ボランティア

回／年 3 3 3

※ 二酸化炭素排出量の算出は、基準期間である2020年度中部電力㈱排出係数0.379を使用した。

△134%

6077

m3

　建設現場において、長期間に渡り電動機械（施工機械）を使用したことにより、CO2排出量が

が増加した。

工事現場の環境配慮

○—

最適な仕事環境を確保しつつ、エアコンの電源や照明スイッチの切り忘れを無くす等、節電の

※3

【評価】　○印：達成　△印：未達成であるが原因が明確なもの　×印：未達成

40,114

基準値

8,813

二酸化炭素排出量（全体） 98,980

○

水使用量

実績値

運用期間

2022年5月
～

2023年4月

㎏-CO2

○

△

△

42,485

36,929

131

36,559

26,082

56

※１

※２

※３

※４
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節水表示の設置
節水表示の設置

（室外手洗い場）

コピー用紙の再利用 両面利用の実施

ボランティア活動の参加
「草刈り奉仕作業」

ボランティア活動の参加
「天竜川クリーン作戦」

消灯の徹底 エアコン温度の設定 節電表示の設置
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次年度の取組内容環境活動計画 判定

休日の主要電源の停止 ○

OA機器等の使用時
以外の電源停止

○

評価

二酸化炭素排出量の削減

継続実施。また、残業時間を減らすため、
より一層事務作業の効率化を図る。

継続実施社員全員が的確に実施した

的確に実施した

的確に実施した

継続実施

○

エアコンの設定温度の適正化
（夏27℃冬22℃）

○
省エネ型のエアコンに交換し、室温管理を
徹底した

的確に実施した

継続実施。また、残業時間を減らすため、
より一層事務作業の効率化を図り、冬のエ
アコン設定温度を再検討する

継続実施

○

燃
料
使
用
量

エコドライブの周知

継続実施

地域貢献ボランティア

工事現場の環境配慮

的確に実施した 継続実施○

騒音・粉塵対策に心掛け施工 ○

年3回以上の地域貢献活動
に参加

的確に実施した

一
般
廃
棄
物

コピー用紙の両面利用
の実施

○

日常・定期点検の実施 ○

周知徹底した○

社員全員が的確に実施した

アイドリングストップ
の呼びかけ

○

無駄を無くし廃棄物
の排出を抑制

○

社員全員が的確に実施した再生材の推奨 ○

○

蛇口に節水こまの設置
（適量の水を流す機能を持つこま）

○

洗車時の節水 ○

水漏れ点検の実施 ○

水資源等の節約

的確に実施した 継続実施

的確に実施した 継続実施

的確に実施した

周知徹底した

継続実施

継続実施

周知徹底した

対策型機械を積極的に使用した

節電表示の設置

的確に実施した（重要書類以外）

社員全員が的確に実施した

社員全員が的確に実施した

継続実施

資料等送付をFAX
からメールへ

○ 継続実施

事前確認を行い印刷
ミスを削減

○

仮設照明等をソーラー式にするなどの工
夫

○ 的確に実施した 継続実施

産
業
廃
棄
物

※　評価　→　○印：達成　△印：未達成であるが原因が明確なもの　×印：未達成

廃棄物排出量の削減

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

建設機械の省エネ
モードでの運転

○

排ガス対策型建設機械
の導入

社員全員が的確に実施した

購
入
電
力

継続実施

消灯の徹底
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１．環境関連法規等の遵守状況による結果

２．違反・罰則・訴訟の有無

確認日

確認者

2023年　4月28日

大髙　玄大

特定建設作業の工事着手７日前までに都道府県知事（市町村長）に届出書を提出

○

努力した

廃棄物の保管（仮囲い、表示板等）

マニフェストの年間集計と市長への報告

○

○

低騒音・振動及び低排出ガス型重機の導入

法規制等

地球温暖化対策の推進に関する
法律

CO2の削減（エコアクション21の取組）

○

○

○

○廃棄物の分別の徹底

廃棄物処理委託契約書の作成と5年間保存

当社が遵守すべき関連法規等について違反はありませんでした。
また、過去3年間に関係機関からの指摘及び指導、利害関係者からの訴訟や苦情もありませんでした。

遵守状況

発注者への実施状況の報告と記録の保存

○

○

摘要・該当項目の詳細

○

不法投棄の禁止 ○

○

○

○

特定建設作業の工事着手７日前までに都道府県知事（市町村長）に届出書を提出

特定家庭用機器の適正廃棄

自動車の廃車時における適正処理

排ガス規制・オフロード法

フロン排出抑制法

浄化槽法

騒音基準85ｄBの遵守

3ヶ月に1回以上の点検

浄化槽の定期的な保守点検及び清掃、指定検査機関の行う水質に関する検査

騒音基準75ｄBの遵守

廃棄物処理法

マニフェストの発行と期間内返却の確認

マニフェストの5年間保管

努力した浜松市環境基本条例 公害の防止、環境への負荷の低減その他の環境の保全

発注者への契約時の計画の説明と記載

家電リサイクル法

自動車リサイクル法

建設リサイクル法

騒音規制法

振動規制法

○

○

○

○

責任者の選定と届出、現地確認年1回

省エネ法

浜松市産業廃棄物の適正な処理
に関する条例

○

エネルギー使用の合理化 努力した
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特に問題なし

　当社では、以前からの経営課題である「社員の育成」「資格取得者の輩出」「若い世代の人材確保」について、最重
要課題として位置づけて引き続き積極的に取り組んでいく。また社員全員に対しては、朝のミーティング等において、
エコ活動に関する教育を継続して実施することにより、更なる意識向上を図っていく。

　建設業は、工事の受注件数、規模の大小及び施工方法等によりエネルギー使用量が大きく変化するため、目標値の設
定や実績値との比較・判定が難しく、当該年度の実績からもその状況が顕著に見られる。このような状況下では、各人
が建設現場において常に省エネ意識を高く持ち、職務を遂行していくことが、地道ではあるが確実な効果を示すものと
考えている。また昨年度より、自社施工班を構築した事で直営の施工量が増加していることから、燃料等の使用を必要
最小限とする等、常に環境への影響を考慮する”エコワークスタイル”を定着するように社内教育を徹底していく。

　事務所の電気使用量については、若干ではあるが目標値を上回ってしまった（目標値から１％増）。記録的な猛暑に
よるエアコン使用量の増加や、繁忙期における残業の増加が主な要因と考えられるため、改善は容易ではないが、次年
度については冬場のエアコンの設定温度の見直し等、無理のない範囲での改善を検討していく。

　設備に対する取り組みについては、事務所の全てのエアコンを省エネ型機器へ切り替えたことが上げられる。これに
より電気使用量の低減だけでなく、新冷媒（代替フロン）への切替えより環境破壊リスクの低減にも貢献したものと考
えている。

　以上から、当社で実施した環境負荷の削減に向けた取り組みは確実な成果を得たと考えている。このため今後につい
ても、継続した取り組みの実施や、社員一人ひとりの更なる環境保全への意識向上を図ること等により、持続可能な社
会の実現を目指していく所存である。

見直し項目 指示事項等

代表者による全体評価と見直し結果

8 その他

変更の
必要性

特に問題なし

2023年7月14日

環境管理責任者

該当なし

特になし

5

6 問題点の是正・予備処置の実施記録

外部コミュニケーション及び対応記録

7 取引先、業界、関係行政機関、その他の外部動向

環境管理責任者チェック事項

項　　目

継続して取り組む

1

2

3

エコアクション２１

環境目標及び目標達成状況

環境活動計画及び取組実施状況

2023年　7月11日作成年月日

大髙　玄大

確認（必要に応じ評価・コメント記入）

継続して取り組む

有　無

2

1 有　無

環境目標 有　無

4 環境関連法規要求一覧及び遵守状況

文書記録として作成した

文書記録に記載

6 その他（外部への対応） 有　無

4 環境に関する組織 有　無

5 その他のシステム要素 有　無

環境方針

3 環境活動計画
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